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平成２７年度 第１回 スポーツ推進審議会 会議録 

 開 催 日 時  
平成 ２７ 年  ８ 月  ４日  午後１時３０分から 

（傍聴受付 午後１時から１時１５分） 

 開 催 場 所  奈良市役所 中央棟６階 第２研修室 

 議 題  

１ 副会長の選出について 

２ 奈良市スポーツ推進計画について 

３ その他 

 出 席 者  

委

員 

髙橋会長、城田副会長、池住委員、笠次委員、小林委員、中尾委員、 

野阪委員、井岡委員、松本委員、森下委員 

【計 10人出席（うち 1人は途中参加）】 

（中野委員、成瀬委員、藤原委員は、欠席） 

事

務

局 

今西市民活動部長、松田次長 

西川スポーツ振興課長、池田課長補佐 

北森係長、東口係長、谷 

 開 催 形 態  公開 （傍聴人 ０人） 

 決 定 事 項  副会長を城田委員とした。 

 担 当 課  市民活動部 スポーツ振興課 

議 事 の 内 容  

１ 副会長の選出について 

２ 奈良市スポーツ推進計画について 

３ その他 

 

事 務 局 

 

 

・奈良市スポーツ推進審議会に関する条例第 7 条第 1 項の規定により過半数を

超えているため、会議が成立することを報告する。（委員 13 名の内、９名の委

員が出席） 

・奈良市スポーツ推進審議会会議運営要領第 2条に基づき会議を公開とする。（傍

聴人は０人） 

 
今 西 市 民 

活 動 部 長 
 

（挨拶） 

 

事 務 局 

 
 

（議事進行。） 

・委員及び、事務局職員の紹介 

・奈良市スポーツ推進審議会に関する条例第５条第 3 項の規定により議事進行

を髙橋会長にお願いする。 
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会 長 

 

 

・議事を記録するための、議事録署名員の選出について会長から指名すること

について委員に諮り、了承を得る。 

・井岡委員と森下委員の二人の委員を指名する。 

・前副会長の辞任に伴い、新たに副会長を定める必要がある。「奈良市スポーツ

推進審議会に関する条例第５条に基づいて、会長及び副会長は委員の互選によ

ってこれを定める。」となっているがどうするか。 

 委 員  会長に一任したいと思う。 

 会 長  会長一任ということで、城田委員に副会長をお願いしたい。 

   （異議なしの声） 

 会 長  異議なしとのことなので、城田委員には副会長をお願いする。 

 副 会 長  （副会長から挨拶） 

 

会 長 

 

議事２『奈良市スポーツ推進計画について』 

この議事については、事務局からの説明の後、テーマごとに委員の方々から意

見をいただく。 

 

事 務 局 

 

 

７月３日に、「スポーツでまちづくり・ラウンドテーブル会議」を開催した。

平成 25年 3月に策定された「奈良市スポーツ推進計画」の基本方針・実施内容

について、ラウンドテーブルのメンバーの方々からご意見や問題点をいただい

た。その中から、今後奈良市が取り組んでいこうとしている３点についてご意

見をいただきたい。 

１「オリンピック・パラリンピックの誘致について」 

現在、奈良市は陸上競技、柔道の事前キャンプ候補地としてオリンピック組織

委員会に意思表明をしている。今年度は情報収集の年と位置付け、説明会、セ

ミナー等への参加を予定している。来年以降は各国視察団の費用を予算要求し

ていく予定である。 

奈良市として、今後、どのようなことをしていかなければならないかご意見を

いただきたい。 

 会 長  ご意見・ご質問をお願いする。 

 

委 員 

 

メディカルの面からお話しする。 

オリンピックに出ようとするトップアスリートは、何かあった時にすぐにメデ

ィカル面で対応できる人、または場所を希望されている。それにあたっては、

ドーピングという問題に充分に配慮して診察や投薬の出来る医療施設が必要に

なってくる。 

メディカルの部分を、整形外科的、内科的、それからドーピングに対して奈良

市では十分にバックアップできる体制であることを立候補の際にしっかり記載

しておくとプラスに働くのではないかと思う。 

また、どの国の選手が受診するのかわからないので、市にはボランティアも含

めた形で言葉の問題への対処をお願いしたいと思う。 

整形外科に限らず、色々なリクエストがメディカルの面で出てくるため、その
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辺りを奈良市ではサポートできるということを全面に出すようにしていただけ

れば良いと思う。 

 

会 長 

 

奈良市では、メディカル対応もできているということをアピールする必要があ

るということ。 

他の委員の方の意見はないか。 

 
事 務 局 

 
スポーツトレーニングセンターは、奈良県が建設すると聞いている。候補地の

計画場所がどこかご存知か委員はご存知か。 

 委 員  存じていない。 

 

事 務 局 

 

奈良県の会議に出席した際に、郡山のプールに宿泊施設、トレーニングセンタ

ー、そしてメディカルサポートが出来る施設を作るということを聞いている。

現実問題として確定されてはいないと考えているため、質問させていただいた。 

 

委 員 

 

オリンピック選手は、すぐに検査や、正確な結果が出ることを望んでいる。し

かし、医師、看護師の人件費の理由で、メディカルを中に入れ込むのは非常に

難しいと考える。 

ナショナルチームレベルが来たら、すぐに予約云々関係なしに即対応してくれ

る施設が必要ということである。 

新たに予算を組み人件費も含めた施設を新設するのは無茶である。既存の施設

の隣に建てるように、提言し続けている。 

 

会 長 

 

キャンプ地候補も非常に重要であると思う。出来れば、奈良市からオリンピッ

クに出場する人が出たらもっと良いと思う。 

競技力養成と言うのは、市レベルではなかなか難しいと思うが、高校での強化

等の状況はいかがか。 

 

委 員 

 

うちの高校では、そのような選手が在校しているとは感じていない。 

全体的なスポーツに係わる子どもたちの底上げについては、日々の部活動等で

少し感じることはある。 

今年は、和歌山県を中心としてインターハイが近畿ブロックで開催されてお

り、奈良県もアーチェリー、フェンシング、空手、ソフトテニス等の開催地に

なっている。その為、モチベーションも上がり、国体も和歌山県ということな

ので、何かしら周りがざわめいているところがある。 

高等学校でも部活動の育成ということについては、指導者がなかなかいないと

いうことだが、本校はうまくいっている方であると思う。 

市からも、外部コーチとして、放課後に指導してくれる人材をサポートすると

いう通知があった。 

 会 長  では、次に移る。 

 

事 務 局 

 
 

２「スポーツ産業推進の振興について」 

現在、ホームタウンスポーツパートナーとして奈良市をホームとするトップス

ポーツチーム【奈良クラブ・バンビシャス奈良・シエルヴォ奈良】と連携をし

ている。課題として、チームの認知度、広報等を含めて、どのように観客動員
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に結び付けていくか、奈良市としても今後どのように進めていくのかが挙げら

れる。ご意見をいただければ有難い。 

 

会 長 

 

これについて、奈良市のホームタウンスポーツパートナーということで JFL

の奈良クラブ、BJリーグのバンビシャス奈良、サイクリングのシエルヴォ奈良

とパートナー連携をして様々な活動をしている。 

昨年から始まったということで、まだ認知度が低く観客動員には結びついては

いないという状況である。 

「奈良市スポーツ推進計画」では、副題が「なら・スポーツでまちづくり」と

なっている。こうしたトップレベルのスポーツを推進することにより、盛り上

がりを作っていきたいということで、奈良市でも力を入れている事業の一つで

もある。委員の方々、ご意見等あればお願いしたい。 

 
委 員 

 
この「奈良市心のふるさと応援寄附」は今年から始まったものか。それとも、

随分前からか。 

 事 務 局  昨年７月からである。 

 

委 員 

 

これをもっとアピールしていけば良いのではないか。おそらく、バンビシャス、

奈良クラブは、資金不足ではないのか。 

強化費用も含めてお金が必要だと思う。その時にこの寄附と言うのは大きな意

味があり、寄附した人に対して、「バンビシャス奈良、奈良クラブに」と指定す

れば、クラブ側からのインセンティブがあり、何らかの特典があるというのを

アピールできれば、我々もまたそれを宣伝していける。ここが一番大事な部分

ではないかと思う。 

 会 長  次の議題と重なる部分もあるため、併せて、説明していただきたい。 

 

事 務 局 

 

 

「ふるさと納税」に関しては、お礼の品物に力を入れている。現在、チームか

らのお礼の品物と言うのは実施していない。 

今後、各チームからの特典については納税課とも調整していきたい。 

昨年７月から始まった制度のため、まだまだ浸透していないが、今後パンフレ

ット等で周知していく段階で準備をしている。 

昨年の寄付金については、後程、報告させていただく。 

奈良クラブについては、Ｊ３に上がるためには「年間売り上げが１億５千万

円」、「観客動員が１試合平均２千人以上」との決まりがある。資料にもあるが、

現状はなかなか２千人には及んでいない。今後、市としてどのような形で動員

数を増やすことが出来るかについて、非常に頭を痛めている。 

そのことについて、ご意見をいただきたい。 

 

委 員 

 

先日、鴻ノ池で行われた奈良クラブの試合の観戦に行った。 

とても暑い日でたくさんの観客がいると感じたが、それでも 1,405名だったと

のこと。やはり、かなり多くの人に来ていただかなければならないのだと思う。 

その２日前の会議で、奈良クラブの試合に観戦にいくと 100ポイントがもらえ

るとの話を聞き、当日、私も 100ポイントをもらった。 
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奈良市のポイント制度について、多くの方がご存知ないと思う。 

ポイントをもらうことを観戦に行くきっかけにするのも、観戦者を増やす手段

になるのではないかと思う。 

試合の場所、日程などの情報が流れて来ず、皆さんに浸透していない。PR の

方法をもう少し考えていかなければならないのではないか。 

トップスポーツやポイント制度を PRするため、いろいろな場で話をして、周

知の努力をする必要があると思う。 

 会 長  他にこの件についてご意見等はないか。 

 

委 員 

 

バンビシャスや奈良クラブは、小学校、中学校、またスポーツ少年団にはどれ

くらい指導や講習会に行っているのか。 

応援したいと思わせるためには、低年齢層まで降りていく必要がある、また、

その保護者も巻き込む必要があると思う。 

強くなるためにサポーターを増やすことが至上命題であるのならば、もっと積

極的に小学校などに指導に行くべき。子どもたちがチームのユニフォームを着

て練習する。そのユニフォームを着た子どもたちが街中を歩く。街中にバンビ

シャスや奈良クラブのユニフォームが増える。そういった環境作りが必要だと

思う。 

 

事 務 局 

 

ホームタウンスポーツパートナーとして、学校巡回事業をしている。希望した

小中学校に巡回授業としてバンビシャス、奈良クラブ、シエルヴォの派遣をし

ている。 

平成２６年度実績として、小中併せて１６校に派遣した。 

始めは、プロチームの名前も知らなかった子どもたちが選手と触れ合い、和や

かな時間であったと思っている。 

今年は１４校からリクエストをいただいている。 

経費は１校につき、３万円で、交通費という形で支出している。 

 
会 長 

 
小中学校の方から、どんどん手を挙げていただきたいと思う。 

中学校の立場から、トップレベルのサッカーとの連携等の可能性など如何か。 

 

委 員 

 

本校にはサッカー部がないが、前任校で２度ほど奈良クラブに依頼した。 

バンビシャスについても、本校の子どもたちの中では、まだまだ認知度が低い

ように思う。バスケットしている子どもたちはいるが、バンビシャスについて

子どもたちの会話でも聞かないし、小中学校からの要請による巡回指導という

事業を立ち上げてはいただいているが、学校現場から言わせてもらうと、プロ

を招いての直接指導は、時間的、学校行事的に厳しいものがある。学校の事情

や今までの広報の仕方といった部分で、子ども達は、まだまだプロチームのこ

とを知らない。 

例えば、サッカーで言えば、地域やスポーツ少年団で頑張っている子どもたち

には奈良クラブと言えば知名度があるかもしれないが、関わっていない子ども

たちには奈良クラブの認知度は、まだないと思う。また、バンビシャスを知っ
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ている子どもたちは応援に行ったりもするが、底辺の拡大という意味ではまだ

まだだと思う。 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック、２０１９年ラグビーワールド

カップのことを見据えるのであれば、小中高の子どもたちへの認知度を上げる

のが必要ではないかと思う。 

サイクリングのシエルヴォについては、奈良には自転車に強い高校もあるので

高校への巡回事業をすれば良いと思う。 

子ども達が親しんでいるという部分から、サッカーとバスケットは小中学校を

ターゲットにすれば良いと思う。 

今年度は奈良で中学生の近畿大会があり、既に始まっている競技もあるが、明

日が総合開会式で近畿２府４県から奈良県に集っている。 

箱もののことなので、すぐに対応出来ないであろうが、他府県から奈良に来て

いただくのは、施設面の老朽化などの問題があり、非常に申し訳ないと思う。 

資金難なのはわかっているが、バンビシャス奈良のための３，０００人、５，

０００人の観客を収容できるアリーナ等の整備に併せて、どこかで捻出してい

ただきながら１０年先、２０年先の奈良県・奈良市のスポーツの発展、子ども

達がトップアスリートを目指せる環境づくりをしていただきたいと思う。 

奈良市・奈良県で頑張る気持ちを持たせるためには、施設面の充実が必要不可

欠と思っている。 

 会 長  他無ければ、次に移らせていただく。 

 

事 務 局 

 

３「奈良市の老朽化した施設の充実について」 

今度の人口の減少に伴い、奈良市の方向性として、体育施設の統廃合も含めて

検討していく必要があると思う。 

現在は、鴻ノ池運動公園内体育施設は順次改修をしているが、コミュニティス

ポーツ施設を含めて今後どのように進めていけば良いのか、ご意見をいただけ

たら有難いと思う。 

 
会 長 

 
「奈良市のスポーツ施設の充実について」ということですが、これについて何

か、ご意見、ご質問はないか。 

 

委 員 

 

私は、平城ニュータウンスポーツ協会ですが、現在二つのコミュニティスポー

ツ会館の管理をしております。 

建ってから相当な年月が経っており、老朽化が進んでいる。市の方も、軽易な

所は補修して下さっているが、大がかりなところは予算の関係でなかなか手が

まわらないという現状です。 

二つの体育館は、かなりの稼働率を誇る施設である。頻繁に使っているため、

その分、傷んできているという面もある。 

今後、老朽化が進んで行くなかで、統廃合していく方向性であると言うのは、

地域のスポーツの発展を阻害していくのではないかと思う。 

特に、奈良市では文科省のいう総合型スポーツクラブについては、地域から起
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こったものは少ないと思う。 

これからは、ますます高齢化していくが、地域のスポーツクラブを作り、地域

の人たちの底上げを図って行くことも含めて施設を充実してもらいたいという

意見である。 

 
会 長 

 
身近なスポーツ施設の充実ということでありました。 

他にないか。 

 

委 員 

 

他府県に比べて施設が古いということもあるのですが、昨年度、中央体育館に

エアコンを設置、トイレも改修していただいた。 

２０台あるクーラーのうち、８台を使用するだけで、充分に子どもたちがゲー

ムをしやすい状態になっている。 

奈良県内に、エアコンが設置された体育館は、県立橿原公苑第一体育館と奈良

市中央体育館、郡山にある。 

「こんなに暑かったら、奈良市でないと出来ない。」との声もあり、エアコン

を設置していただいて良かったと思う。上を見ればキリがないし、立派な施設

を作っていただきたいとも思うが、少しずつでも改修していただけていて良か

ったと思っている。 

 
会 長 

 
ありがとうございます。 

他にスポーツ施設に関してないか。 

 

事 務 局 

 

 

コミュニティスポーツ会館・広場について説明させていただきたい。 

コミュニティスポーツ施設条例があり、スポーツ会館、スポーツ広場、石打に

は関してはコミュニティプールと言うものがある。 

コミュニティプールは地元の自治会に管理していただいており、費用対効果か

らすると赤字状態である。 

広場というのは、グラウンドのことだが、山間の邑地、狭川、田原には照明付

きのグラウンドがある。これらも、費用対効果から考えると運営が難しい状況

となっている。山間の広場については、今後統廃合に向けての検討が必要であ

るとの認識を持っている。 

会館については、平城ニュータウンスポーツ協会に管理していただいている２

施設は稼働率も高く、非常に頑張っている施設であると認識している。 

 委 員  山間部の稼働率について、詳しく知らないが、どのくらいか。 

 事 務 局  月に３~４件である。 

 委 員  それは、狭川、田原の両方か。 

 事 務 局  邑地も含めて山間部の利用率はかなり低いと認識している。 

 委 員  出来るスポーツは、サッカー、野球か。 

 事 務 局  サッカー、野球、グラウンド・ゴルフ、ゲートボールなどである。 

 委 員  主に使われているのは、サッカーか。 

 
事 務 局 

 
自治会の高齢者の方が、ゲートボールやグラウンド・ゴルフで使用している。 

認知度が低いためであるかもしれないが、稼働率が低い施設である。 
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委 員 

 

確かに交通の不便さはあると思う。しかし、今、大変暑いですが。おそらく、

田原や狭川は、この辺りより気温が３～４℃は低いのではないかと思う。どう

いう気象条件であるのか、その場所のメリットをもっと利用者にアピールする

べきではないかと思う。 

単純に統廃合を考える前にその施設のメリットをもう一度洗い出して、気象条

件なら、同じ時期に市街地の気温とどのくらい違うのか、どれだけのメリット

があるのかを、もっとアピールするべきだと思う。そこで、利用者増を図り、

そのうえでも利用者が増えなかった場合に統廃合を考えた方がよいと思う。 

せっかく施設があるのだから、もう少し工夫ができるのではないかと思う。 

 
事 務 局 

 
ありがとうございます。 

ホームページ等あるので、色々な広報をしていきたいと思う。 

 

会 長 

 

この議題に関連しては、西部生涯スポーツセンターのプールも含めての存続を

どうするかということを議論する必要があるかと思うが、それは次回の審議会

ということでお願いする。 

 

委 員 

 

一昨日、長良川で気温 37℃の酷暑の中、日本ジュニア選手権があり、私のチ

ームは４カテゴリー中、３カテゴリーが日本一になった。そのチームの中学生・

高校生が小学生を指導すると言う形で、昨日から美山の廃校・廃園になったと

ころを使って合宿をしている。小学生を指導する中～大学の学生は私たちが指

導する。 

美山は田舎ですが、自転車を含めてスポーツ振興のアピールの仕方が上手であ

る。休日、長期休暇にはかなりの人が集まっており、環境として４～５℃は涼

しいのでトレーニングにはうってつけの環境である。 

奈良でも、柳生に行けばかなり涼しい。もっとこの地の利を最大限に活かすべ

きである。 

美山では、廃園・廃校となった場所の隣にプールもあり、市が経営して無料開

放をしている。我々のクラブが地元の子どもたちに水泳指導をしたり、隣で合

宿している大学のブラスバンドと交流したりしている。 

田舎のメリットをいっぱい使うべきであると思う。 

 

会 長 

 

需要と言うのは掘り起こせばあるということ。課題があればワーキングチーム

を作るなどして検討行く必要があるのかもしれない。 

では、次に進めさせていただく。 

議事３『その他』について、いろいろ具体的な情報を提供させていただくので、

それについてのご意見をいただきたい。 

 

事 務 局 

  

それでは、『その他』につきまして４点説明させていただく。 

今年度から始まりました健康スポーツポイント附与について、説明させていた

だく。 

 
事 務 局 

 
 

先程、委員の方からも奈良クラブの試合観戦でのポイント附与のお話があっ

た。お手元にチラシを配布している。 
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本年１月にスタートした「奈良市ポイント制度」は市民の皆さんが、市主催の

事業や市が指定する事業等に参加し健康づくりや社会貢献、地域の人々と交流

しながらためたポイントを奈良交通のバスチャージ券や市の特産物と交換、ま

た加盟店での買い物での割引などに使える制度である。 

スポーツ振興課では、スポーツイベントの参加やトップスポーツの試合観戦な

どスポーツに関心を持ち健康づくりやスポーツをする機会を増やすことを目的

に本年度より、健康スポーツポイントとしてスタートした。 

現在、奈良クラブが鴻ノ池陸上競技場で開催するホームゲーム観戦の方に 100

ポイントの附与を行っている。 

今後、秋に開幕いたしますバンビシャス奈良のホームゲーム、10 月に開催す

るスポーツ体験フェスティバルもポイント対象事業として行っていく予定であ

る。 

 

事 務 局 

 

 

２点目は、「今年度改修計画」である。 

鴻ノ池陸上競技場の更衣室・シャワー室の改修及び全国大会等で必要となるド

ーピング室・審判室の新設を予定している。シャワー室は現在、男女ともに２

基しかないところを、男子６基、女子５基に増設する。 

次に中央武道場の耐震工事と道場の照明を LED に改修し、また屋根の塗装工

事を予定している。 

その他、陸上競技場の外周の照明が薄暗い状況であるため、12 本の外灯の間

に 10本程度の LED照明を設置し、夜間外周でのジョギング・ランニングを 22

～23時頃まで利用できるように考えている。 

工期は、奈良マラソン終了後の平成 28年１月から３月の予定である。 

３点目は、委員の方からの質問である「平成 26 年度の改修工事の工事費・補

助金」について報告する。 

昨年の中央体育館と中央武道場の空調工事 10 年リースは、保守点検を含めた

総額 6933 万６千円で契約し、月額 57万 7800円、年額 693万 3600 円。10 年

後には空調機器は奈良市の所有になる。補助金はない。 

次に、鴻ノ池陸上競技場のインフィールドの拡張工事は、設計委託料と工事費

で総額 8378 万 6400 円。うち 4984 万１千円はｔｏｔｏかの補助金である。ま

た、Ｊリーグ対応の埋め込み式のサッカーゴールを備品として 157万 6800円で

購入し、うち 126万１千円はｔｏｔｏからの補助金である。 

次に中央体育館、中央第二体育館の耐震改修は工事費として 7290万円、うち

耐震国庫補助金として 2541万５千円が交付された。 

また、中央体育館、中央第二体育館のフロア研磨、トイレ改修工事は設計委託

料も含めて 3509万 4600円で補助金はない。 

４点目として、昨年７月より始まりました「奈良市心のふるさと応援寄附」で、 

奈良クラブ、バンビシャス奈良を支援する活動として寄付金の３分の２を奈良

クラブ、バンビシャスに支給し、３分の１を市のスポーツ振興事業に活用する



10 

 

新しいスタイルの応援をしている。 

平成 26 年度は、７～12 月の実績で奈良クラブは総額 53 万１千円、バンビシ

ャス奈良は総額７万２千円である。寄付金額を基に今年度は、奈良クラブに 35

万４千円、バンビシャス奈良に４万８千円を支給する。 

最後に、ＴｏｐＳｐｏｔｓＣｉｔｙ奈良の本年度のステッカー、パンフレット

が完成したので、配布させていただいている。ご利用いただきたい。 

『その他』の報告は以上である。 

 

会 長 

 

ご報告いただきました『その他』の４点について、なにかご質問・ご意見はな

いか。 

ちなみに、12 月に行われる奈良市で初めてとなるラグビートップリーグの近

鉄と東芝の試合が、鴻ノ池で開催されるということだが、これにはポイントが

付くのか。 

 

事 務 局 

 

 

今のところ、考えていない。 

昨年はラグビーゴールを購入し、今年度どうしても鴻ノ池でトップリーグの試

合を開催したいとのことで、12 月８日に東芝対近鉄の試合が行われる。委員の

皆様には、またよろしくお願いしたい。 

ポイントは、10月 11日のスポーツ体験フェスティバルで附与する予定である。 

今後、トップスポーツでもポイントの附与に関しまして検討させていただく。 

 

会 長 

 

私も奈良クラブの試合は見に行った。ＩＣカードにシールを貼ってもらい 100

ポイントをもらった。奈良市の方で後押しをしているのだとわかるし、また、

陸上競技専門の鴻ノ池陸上競技場でサッカーをみたのは初めてだが、ゲーム自

体も、「サッカーとは、こんなに面白いのだな。」と感じたし、眺めも良いと思

った。 

スタンドから見たピッチや緑など、とてもきれいなところで、市民が集うには

本当に良い場所であると思う。機会がれば委員の方も行っていただけたらと思

う。 

 
委 員 

 
奈良クラブ、バンビシャス奈良のホームゲーム等の中継を、奈良テレビでやっ

ていないのか。 

 事 務 局  全試合ではないが、奈良テレビで放映されるときもある。 

 

委 員 

 

これは思いつきであるが、インターネット中継とか、要はＬｉｖｅ中継を奈良

マラソンは始めている。 

私が関わっている、横浜の世界トライアスロンシリーズというのはコース上６

箇所ほどにカメラを設置し、応援する人はスマートフォンで見られるようにＬ

ｉｖｅ中継をしている。 

認知度を上げたければ、チームに話をし、市とタイアップして市のＨＰからリ

ンクを張る形でネット中継を行うなどしたらいかがか。奈良テレビ等との兼ね

合いはもちろんあると思うが、テレビで放映していないときにするとか、いく

つか契約が必要になると思うが、そういった取り組みも面白いと思う。 
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小さな画面で観ていたら、直接観戦に行こうという気持ちになってくると思

う。生で観た方がずっと面白いのだから。 

 

部 長 

 

奈良市にも動画チャンネルというのがあり、サッカーだけではなく奈良市の

色々な施策を紹介している。その中で、サッカーの試合があったと何分かだけ

の放送をしているが全試合まではおこなっていない。 

そういう方法もあるということか。 

 委 員  Ｌｉｖｅ中継などをおこなったら非常に面白いのではないかと思う。 

 
事 務 局 

 
 

職員もゲームには足を運んでおり、試合終了後には twitterで結果報告をして

いるが、なかなか動画までは手がまわらない。検討させていただきたいと思う。 

 
委 員 

 
試合の実況なども twitter でしていれば、途中からゲームを観戦に行こうとい

う人も出るかもしれない。 

 

次 長 

 

サッカーの場合は、Ｊ３のライセンスを取るのに 2,000人の観客動員が要ると

言う集客力が非常に問題となってくる。これから、秋に試合があるが、付近の

学校の観戦に行きたい生徒、児童も含めて協力いただきたいと思う。 

中学校体育連盟もお願いしたい。 

 

委 員 

 

奈良クラブの試合は、観に行きたがる生徒がいると思う。 

動画チャンネルについては、私も高校野球に関わっているので言わせていただ

く。奈良テレビと契約するには一定の条件が必要となってくると思う。 

今回の奈良大会では、３回戦からワンセグで放送しているとのこと。そのよう

なスタイルはあるが、観客数やワンセグを見る人数がある程度見込めないと、

なかなか話には乗ってくれないと思う。委託料等のお金が必要であるのでは。 

委託料を払うか、客を集めるか、企業は損をしないように経営をしているので、

その辺りがクリアする問題であるかと思う。 

 

会 長 

 

他になければ、私の方から。 

鴻ノ池陸上競技場の外周の照明が増え、明るくなるとのことで、ハード面で、

鴻ノ池は確実に良くなっているかと思うが、照明を増やし、夜間も安全に走れ

るようになることに向けて、ソフト面で、何かのプログラムを提供するなど、

指定管理でやっていただけるのか。 

 
事 務 局 

 
 

現在、地元のクラブチームが活動しているので、当面は今のままである。 

指定管理の方では、今年度の１～３月の竣工後に考えていきたい。 

 

委員 

 

奈良マラソンが、佐藤光子先生を呼んで、橿原でランニングセミナーをやって

いる。その橿原のランニングセミナーをサポートしているのが、奈良市のラン

ニングクラブの人たちである。佐藤光子先生は、将来的には、そういった方々

に奈良マラソン向けのセミナーをやってもらえたらと、昨年話をされていた。

奈良マラソンの講習会をわざわざ橿原で行っているが、橿原でも、奈良の鴻ノ

池陸上競技場でも行う。 

その時は、佐藤光子さんがやっているものを暖簾分けするような形で、奈良マ

ラソン事務局に相談していただけたらどうか。 
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下地はできている訳なので、今年は無理でも来年のちょうど申し込みが終わっ

たくらいの時期から始めると言う方向でどうかと、事務局に提案すれば、実現

の可能性がある。 

現状は 100人ほどの定員が、毎回ほぼ満員になっている。奈良県中から人が集

まってきている様子で、仕事帰りの 19 時から、19 時半くらいから、30 分程度

の講習を受けてから走る。 

走る指導はできませんが、話をするだけなら、私にもできると思う。 

 事 務 局  奈良マラソン実行委員会の方に伝えておく。 

 委 員  夜間、着替える場所などはあるのか。 

 
事 務 局 

 
改修を行うため、陸上競技場を使用しても良いと思うが、指定管理の問題もあ

るため調整の必要がある。 

 

委 員 

 

皇居周辺等を含めて、ナイトランが出来るところには、更衣スポットがある。 

折角、改修を行うのであれば、シャワー室や更衣室には外からも入ることが可

能で、施錠も出来、更にセキュリティ面にも配慮できるような形で検討いただ

きたい。同じお金を使うのであれば、いろいろ工夫の仕方があると思う。 

 会 長  他にないか。 

 

委 員 

 

スタジアムとして、県内には佐藤スタジアムや、県外にポカリスエットスタジ

アム、デンカビッグスワンスタジアム、味の素スタジアムなど、スポンサーが

あるが、そういうものは簡単には付けられないか。 

 事 務 局  ネーミングライツですね。 

 

委 員 

 

そうです。先程もありましたが、鴻ノ池陸上競技場はとても良い。一条高校の

生徒も使っており、陸上をしている生徒は、鴻ノ池はとても走りやすいとのこ

と。さすがは、奈良県でインターハイをした際のメイン会場になっただけはあ

る。私にはわからないが、それなりの選手が走ると全然違うとのこと。もっと

素晴らしいものに出来ると思う。そのためには、スポンサー料やネーミング料

の方法も模索してみるのも一つに方法ではないかと思う。 

鴻ノ池運動公園を、今よりも奈良県で誇れる施設に出来ると思うので、そうな

るように考えていただきたい。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

今は、トップスポーツに終始した感があるが、スポーツ推進計画はかなりの網

羅的な計画になっている。 

では、別の角度から、例えば、幼児の運動、遊びの環境について何かお気づき

の点などあれば、お願いしたい。 

 

委 員 

 

数年前までは、鴻ノ池の体育館で、奈良市の子どもが集まって「園児の集い」

をしいた。ここ数年はないが、子ども達の体力低下が問題となっているので、

底辺からということで、子ども達のいろいろな体力作りをしていけたらと思う。 

バンビシャス奈良や奈良クラブについても、まずは保護者に知らせて、子ども

達をつれていってもらう、年長の兄姉のいる場合は一緒に行ってもらう。保護
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者に親しみを持ってもらい、子ども達に広めていくのも大事であると思う。宣

伝して広めていけたらと思う。職員の方でも応援出来たらと思う。 

 会 長  何かありましたらお願いしたい。 

 

委 員 

 

TopSportCity 奈良のチームが小中学校に来てくれる取り組みが何に繋がって

いるのかよくわかった。奈良のスポーツを盛り上げていくことに関して、市の

方や色々なところで尽力されていることもよくわかった。 

本校も、昨年度には奈良クラブに来ていただき、今年度も巡回を要請して来て

いただくことになっている。 

地道な取り組みかもしれないが、小学校に足を運んでいただき、プロ選手と練

習できたと言うだけでも、子ども達にとっては、自分が少しだけ上手くなった

ような気持ちになって、スポーツに興味を持つ形になるかと思う。 

非常に長い年月がかかるかも知れないが、脈々とやっていただき、値打ちのあ

る活動になると思う。 

少子化の影響で、奈良市でもスポーツ人口が減っている。以前は、スポーツを

やっている子どもが多かったが、スポーツ少年団をみても年々数が減っていて、

部員を増やすために努力して下さっている。 

夢と希望を与えると言う取り組みが子どもたちにとっては、大きな財産になっ

ていくような気がするので、これからもよろしくお願いしたい。 

 
会 長 

 
ありがとうございました。 

何かないか。 

 

委 員 

 

奈良市は、中核市であるので奈良県との連携が上手くできていない部分があ

る。その連携不足の部分をなんとか乗り越えて欲しい。 

私の自宅は御所なのですが、郵送されてきたスポーツ体験フェスティバルのチ

ラシを見た妻が「行ってみよう。」と誘ってくれた。結局は用事で行けませんで

したが。 

奈良市のイベントですが、もう少し広く集める工夫をすれば、スポーツに対す

る市外からの援助も出てくるかもしれない。せめて、奈良県内に奈良市はこれ

だけ頑張っていると知らせたらどうか。 

先日、橿原の体育館で、大きなバスケットボールの大会がありましたが、奈良

市でも県に負けずにイベントを開催したらどうか。県としては中南部に振興を

持っていきたいのでしょうが、そこを工夫するべき。 

奈良市民に還元するのが一番だが、中核市としての肩書を持つのであれば、も

う少し広い範囲で考えたらどうか。 

 会 長  いかがか。 

 

委 員 

 

孫がサッカーを始めたことをきっかけに、家族で関心を持つようになった。親

子でサッカー観戦に行くとか、わずかだけれど資金援助もできた。何かの方法

で市民にアピールするのが大切である。 

私の学生時代には、陸上、バスケットボール、野球が１番のスポーツで、そこ
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に剣道があった。今はサッカー人口も増え様変わりしている。子どもも含めて、

色々な PRをしていくのが良いのではないか。 

ポイント制度についても聞いただけなので、奈良交通のポイントになる、特産

品がもらえるということを市民だよりと一緒に配布した方が良いと思う。 

新聞報道などで、大手企業が大幅な増益をしているとも聞くが、我々市民には

実感がない。税金として行政にもなかなかは入ってこない。少ないお金でも出

して行けるような工夫を考えていく時代ではないかと思う。 

 
会 長 

 
ありがとうございました。 

他に何かご意見等はないか。 

 

委 員 

 

では、２点だけ宣伝も兼ねてお願いしたい。 

まず、１点目は県と市の連携の部分である。文科省の委託事業で、奈良県教育

委員会が行っている運動部活動の外部指導者の資質向上事業である。 

今年度から、外部指導者を雇うだけでなく、運動部活動の指導者の資質向上と

いうことで、スポーツ医科学的な支援を行うための予算をとった。 

「コンディショニング・栄養・メンタル・アンチドーピング」の４つの柱で現

場を支援するということで、県内の全中高校に募集をかけた。結果、県内の５

校から申し込みがあり、奈良市内の学校の申込みはなかった。その５校に対し

て、医科学支援に入るための現場支援のワーキンググループを作っている。 

キーワードは、「子どもたちが自分で自分の身体のコントロールができる。」で、

セルフマネージメントができる子どもたちを育てようと言うのが大きな目標で

ある。 

この事業は数年の間は続くはずなので、是非利用していただきたいと思う。 

県と市の連携が上手くできていないため、知らない先生方も多いのではないか

と思う。支援校での様子を、他校の先生方もどんどん見学いただき、運動部活

動の資質向上というところに活かしていただきたいと思う。 

次に２点目です。 

文科省より、「幼児期の運動指針」というのが出ている。 

その中で、我々大人には、一流のアスリートを育てたいのではなく、心も身体

も明るい元気な子どもたちを育てたいという部分がある。その部分で、幼児期

の運動遊びが体力の向上だけではなく、心にも社会性にも良い影響を及ぼすで

あろうことを証明する日体協のプロジェクトが始まっている。最終年に当たる

今年は、ある一定の成果を世の中に出して行こうとしている。私は、その中の

大きな核である傷害予防を担当しているので、是非利用して欲しいと思う。 

 委 員  教育大学の学生さんに園に来ていただくと言う事か。 

 

委 員 

 

教育大学の学生というよりも、奈良県として、日体協のプロジェクトとしての

運動遊びが社会性を育てるのに効果があるという具体例が今年度末に DVD な

どで出される。 

講師の招聘など力になれると思うので、その動きを上手く利用して欲しいと思
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う。 

 委 員  幼稚園にも来ていただく機会や、県から市へ講演のお話もいただいている。 

 委 員  是非、ご利用ください。 

 

会 長 

 

県教育委員会の保健体育課が、色々コーディネイトして、教育大学の学生も園

に伺ってということか。 

県から市へということだが、市の方でもこういった事業を企画しても良いと思

う。 

昨年までは、スクールサポートとして、教育大学の学生が年間 100人以上、市

内の幼稚園・小学校・中学校に行っていたが、今年度から、スクールサポート

の予算がなくなり、その分が部活動の外部指導者の予算に当てられたと聞いて

いる。これはかなり大きな出来事である。 

外部指導者の質を如何にあげるのか、質を保つのかが重要である。 

外部の人間が、学校に入るのだから、それなりの事前研修も必要かと思うし、

予算を使う以上は成果を示す必要もある。 

推進計画の中にも、外部指導者の件は記載されていたかと思う。上手く連携し

て事業を進めていただく必要があると思う。 

 
委 員 

 
文書が現場にきていたのかもしれませんが、医科学支援を２つの中学校が利用

するとのことだが、部活動の種類は限定されているのか。 

 

委 員 

 

全ての学校に募集をかけて、１つの中学校に関しては、部活全体という形で申

し込みがあった。もう１つの中学校は陸上部だけである。２つの高校は部活全

体、もう１つの高校は陸上部と柔道部です。部活全体でどのような形でサポー

トができるのかというのは、現場のニーズと我々が提供できるもの、そして部

員の数、クラブの数によって変わってくるので、全体での指導が可能なものと

個別になるものを調整しながら、実際の具体的な支援の仕方を考えていく。そ

の際、その学校の指導者、生徒のみを対象と知るのではなく、外からも指導の

内容を勉強できるようにすることを考えている。 

 委 員  対象は、教諭なのか。外部指導者なのか。 

 

委 員 

 

両方である。奈良教育大で傷害予防プロジェクトを立ち上げ、県教委が興味を

持ち乗ってくれた。 

基本コンセプトは、指導者が手取り足取りの指導をするのではなく、子どもた

ちに自分の身体のマネージメントを教えてられるコンテンツの提供である。現

場では、先生も子どもたちも勉強する。 

子どもたちが出来るようになっているかの評価を１月末に行く予定です。 

オープンなものにしたいと考えておりますので、是非ご利用されたい。 

 

会 長 

 

ありがとうございました。 

他、よろしいか。では、本日は非常に貴重なご意見をいただけたと思う。 

本当にありがとうございました。 



16 

 

 

事 務 局 

 

 

本日は、大変お忙しいところ、ご出席を賜り、貴重なご意見を頂戴いたしまし

て、ありがとうございました。 

委員の皆様にいただきましたご意見を、施策の実施に反映させていただき、今

後一層スポーツの推進に取り組んでまいりたいと思っております。 

本日は、ありがとうございました。 

    

 


